に、 ぞんざいな 字で 書いて ある、 短い 文句の 書いて あ 

る 紙 を、 私に 手渡した。 

—— ロンドン における、 計画 は、 着々 として、 なさ 

れ たり。 主任、 看視 者、 ハドソン は、 蠅捕 紙の 命令 

の、 すべて を、 受 くるべく、 既に、 予告せ り、 貴下 

ゆうちょう きじ 

の、 雄鳥 雉の、 逃亡せ る、 こと を、 信ぜられよ。 

と、 それに は 書いて あった。 

私が この 不可解な 手紙 を 読み終って 顔 を 上げた 時、 

私 は、 ホ— ムズが ニヤ ニヤ 変な 笑い 方 をしながら、 私 

の 顔に 浮ぶ 表情 を 眺めて いるのに 気がついた。 

「 少な か らず ま) 」 つかされ たよう だね」 



いかと 云う 恐怖 をお 持ちに なって いたと 思います が」 

と、 彼の 唇から は 笑いが 消えて なくなり、 彼 は ひど 

く 驚いて 僕の 顔 を じっと見 詰めた の だ。 

「14J うです。 その 星り です」 

彼 は 答えた。 

「ヴク トウ、 お前 は 知つ とる じ やろう」 

と、 彼の 息子の ほう を 見ながら 

「あの 密獵 者隊を 解散 させた 時、 あいつ 等が 私 を 殺ろ 

すと 云った の を。 そうして エド ヮ— ド • ホビ— 君 

は 本当に やられた のじ や。 だから 私 は それ以来、 常に 

自分の 身 を 用、 ひしと る。 だが、 君 はどうして それ 



の、 独特な 平た さと 薄 さと を 持って いますよ」 

「それから まだ ほかに は？」 

「あなた は 鉱山で 採鉱 を かなりな すった。 その 手の タ 

コ で 分かります」 

「私 は 私の 財産 は 金鉱で つくった のです」 

「ニュ ウジ— ランドに いらし つたこと がお ありで しょ 

う」 

「それ も その 通り じ や」 

「日本へ いらし つたでしょう」 

「行きました」 

「それから あなた は、 頭文字が J • A と 云う 方と、 非 



「いやいや、 君 はかえ つて 僕 を なぐさめて くれてい る 

ん だよ。 —— それより、 どうして 君 は それが 分かった 

か、 また どのくらいの 程度まで 分かって るの か 話して 

くれん かね」 

彼 は 冗談 半分に まぎらせながら 云 つ た。 けれども 彼 

の 眼の 蔭に は 恐怖の 色が ありあり とひ そめられて いた。 

「ごく 簡単なん です」 

僕 は 云った。 

「あなたが 魚をボ ー トの 中に 引上げよ うとして 腕 をお 

まくりに なった 時、 僕 は あなたの 肱の 所に J • A と 

いれずみ 

剌 青して あるの を 見たん です。 その 字 は 今でも 読め ま 



「何と 云う 名前 じ や？」 

その 家の 主人 はたず ねた。 

「何とも おっしゃらな いので ございます」 

「なんだ つて 云わない のじ や？」 

「あなたが 御存じ だ 〔# 「だ」 は 底本で は 「た 匕 と 云つ 

ております。 そしてた だ、 ちょっと お話した いんだつ 

て」 

「こっちへ 通して くれ」 

しばらく すると、 おどおどした 様子の、 小さな 干 か 

らび たような 男が、 足 を 引きずって 歩きながら そこに 

現れた。 その 男 は 袖に 一 ぱい コ— ルタ— ルの 汚点の つ 



「ハドソン だよ。 檀那」 

船乗り は 云った。 

「三十 年、 もっとに もなる な、 お前さんに 別れてから _ 

お前 はこう やって 今 じ やお 前の 家に いるが、 おいら ま 

だ 塩漬 樽の 中から、 塩 臭え 肉 をつ まみ 出して 喰って る 

のよ」 

「チ エツ。 君 は、 僕が 昔の こと を 忘れと りァ せんと 云 

うこと が 分かったろう」 

トレ ヴォ氏 は 船乗りの ほうへ 歩いて 行きながら 叫ん 

だ。 そして 何 か 低い 声で ささやいた。 

「台所へ 行きた まえ」 



間に、 どんな 交渉が あつたか 知らない けれど、 翌日 親 

か. P つ 

じ は 僕の 所へ やって来て、 彼奴に 詫びて くれる かどう 

かと 云 うんだ。 無論 君の 想像 通り 断つ たんだよ。 そし 

て 僕 は 親 じに、 どうして ああ 云う 無頼漢に、 親 じに 対 

しても また 家庭の 内で でも、 こんなに 勝手な こと を さ 

せて おくの かときいて みたんだ。 

「ああ、 お前！」 

と 親 じ は 云った。 

「話して しまえば、 それが 一番い いんじゃ。 しかしお 

前 は 私が どんな 立場に いるか 知らん のじ や、 だが、 今 

に 話して やろう。 ヴク トウ。 今に、 きっと 話さなくて 



辱 的な 馴れ馴れしい 様子で。 

「おいら 詫び を 云われな か つた」 

彼 は 僕の ほう を 意地悪 そうに チラ ッと 見ながら 云つ 

た。 

r ヴク トウ、 お前 はこの 大切な 客人 を、 失礼な 扱い方 

をして いたと は 思わない かい？」 

親 じ は 僕の ほう を 向いて 云った。 

「それ どころ か、 僕たち は、 こいつに 出来るだけの 辛 

抱 をして 来たと 思って いますよ」 

僕 は 答えたん だ。 すると、 

「おう、 うぬぬ かしゃが つたな」 



鎧 戸が すっかり おろされて いるの を 見た。 僕たち は玄 

関に とびついた。 友達の 顔 は 心配で 緊張して いた。 と、 

その 時、 玄関の 中から、 黒い 服 を 着た 紳士が 出て 来た。 

「博士、 いつ 最後でした？」 

トレ ヴォ 〔# 「トレ ヴォ」 は 底本で は 「ドレ ヴォ匕 はき 

いた。 

「あなたが お出かけになる すぐで したよ」 

「意識 を 取り戻しませんでした か？」 

「御 最後の 前に、 ちょっと …… 」 

「私に 何 か 遺言で も？」 

「ただ 日本 箪笥の 後ろの 曳 出しに 書類が ある、 —— と 



そうお つし や つ ただけ でした」 

僕と 友人 は 博士と 一 しょに 死体の ある 部屋に 昇って 

いった。 その 間 私 は 書斎に 残って この 事件の すべて を、 

繰り返し 繰り返し 頭の 中で 考えて みた。 そして 私 は、 

自分自身の ことのよ うに 厳粛な 気持ちに なった。 

この トレ ヴォの 過去に して 来た こと —— 拳闘 家、 旅行 

家、 金の 採掘 者。 —— そしてい かなる 理由で この 不快 

なる 船乗りの 手に かかる ような ことにな つた か？ — 

I また、 なぜ 彼 は、 半分 ほど 消し かけた、 彼の 腕の 頭 

文字 を 見つけ 出されて、 気 を 失った のか？ そうして 

どうして フォ —デ ン グブ リッジ か ら 来た 手紙 を 受け 



それに はこう 書いて あった。 

実 を 云えば これ を 初めて 読んだ 時、 僕 も、 今 君が し 

て いると 同じような、 合点の 行かな そうな まご つ いた 

顔 をし たんだよ。 が、 僕 はよ く 気をつけ てもう 一度 読 

み 返したん だ。 それ はたし かに 僕が 考えた ように、 そ 

の 文字の つながりに 何 か 第二の 意味が 隠されて いるに 

相違な かったん だ。 でなければ、 『蠅捕 紙』 だと か 『雄鳥 

の 雉』 だと か 云う 字に、 何 か 前から きめて ある 特別な 

意味が あるの だろう か 9 とそう 思つ たんだね。 だ 

が、 そう 云う 意味が あつたと しても だね、 そう 云う 意 

味 は どんな 虱に でも 勝手に きめられる もので、 ^つて 



味だろう？」 

「それ はこの 手紙で は 何の 意味 も 持って いないね。 け 

れ ども、 もし 僕たちが、 この 手紙 以外に、 この 手紙の 

差出人 を さがす よい 方法がない ものと すれば、 それら 

の 文句 はかなり いろいろな 意味 を 持って いるよ。 —— - 

この 手紙 は 『計画 は …… なされたり …… 』 とそう 云う 

風に 書き出されて いるだろう。 そう 云う 風に さきに 書 

いといて、 あらかじめ 定めて あった 暗号 通りに、 その 

あいた 所へ 意味の 通じる ような 適当な 文字 を 一 一字ず つ 

あてはめ たんだね。 その 時 は、 心に 浮んだ 最初の 文字 

を 自然に 使つ たんだ。 ところが、 そこに は獵に 関係し 



僕 は 云った。 

「そこで、 僕たちに 残された こと は、 この 船乗りの ハ 

ド ソンが、 このお 金持ちの 尊敬すべき 二人の 男の 頭 を 

押さえて いるよう に 見える 所の、 その 秘密 は 何 か を さ 

がし 出す こと だけ だ」 

「ああ、 ホ —，. ：5 ズ。 僕 はそう する こと は、 一種の 

罪悪で あり、 また 恥辱 じ やない かと 思 うんだ よ」 

僕の 友達 は 叫んだ。 

「しかし、 僕 は 君に 何も かくし 立てし ようと は 思わな 

い。 —— 実は、 ここに 僕の 父親が、 ハドソンが 自分の 

身に 危害 を 加えそう にな つ ている ことが 分か つ た 時、 



自分で 書いた 陳述書が あるんだ よ。 僕 は それ を、 親 じ 

が 医者に 遺言した 通り、 日本 箪笥の 中から 見つけ 出し 

たんだが。 —— それ を 僕に 読んで きかせて くれた まえ。 

僕 に は 自分 で 読む だ け の 力 も 勇気 もな いんだ」 

ワトソン、 それが つまり これらの 書類なん だよ。 そ 

の 時 彼が 僕に 手渡した のが。 —— 僕 は 今ち ようど 君に 

ここで 読んで きかせる ように、 その 夜 は、 その 古い 書 

斎で 僕の 友達に 読んで きかせた ものなん だ。 それに は 

君が 見られる 通り —— 一八 五 五 年 十月 八日、 フ アルマ 

ウス を 出帆せ る 帆船 グロリア • ス コ ット 号が、 北緯 〔# 

「緯」 は 底本で は 「偉 匕 十五 度 二十 分、 西経 〔# 「経」 は 



底本で は 「径匕 二十 五 度 十四 分の 海上に おいて、 十二 

月の 六日、 壊滅す るまでの 航海 中の ある 出来事。 —— - 

裏書きして ある。 そして それ は 手紙 風に 書き出されて 

いるんだ。 

—— 私 の 可愛 い 可愛 い 子供。 今や、 忍び寄り つつ あ 

る 不幸が、 私の いくばく もない 晚年を 暗く し 始めた。 

私 は 現在、 私の 心 を 一番 痛めて いる こと は、 決して 

法律 的な 制裁 を 受ける 恐怖で もな く、 この 地方に お 

ける 私の 位置 を 失う ことで もな く、 また、 私 を 知つ 

ている すべての 人の 目に、 私の 没落 を 見られる がた 

めで もな く、 ただ、 私 を 愛し 私 を 尊敬す るより 外に 



云う こと を。 けれども いずれにしても、 もう 隠して 

いるべき 〔# 「いるべき」 は 底本で は 「いべき 匕 時で は 

ない の だ。 私 は 少しも かくす ことなく 正直に 話そう。 

そして 許し を 乞おう。 

私の 可愛い 子供よ。 私の 名前 は トレ ヴォ ではない の 

だ。 私 は 若い 頃に は、 ジェ ー ムス • ァ— ミテ— ジ 〔# 

「ァ ー ミテ ー ジ」 は 底本で は 「ァ ノミテ ー ジ匕 と 云った 

の だ。 こう 云えば お前 は 三 四 週間 前、 お前の 学校 友 

達が 、 私の この 秘密 を 嗅ぎ つけたよ うな こと を 云つ 

い き 

た 時、 私が ひどく 呼吸 づ まらせられ た 理由が 分かる 

だろう。 私 はァ— ミテ— ジと 云う 名で ロンドンの 銀 



がし かし 事件 は 寛大に 討議され たのだった けれど、 

今から 三十 年 前の 法律 は、 今日よ リ 遥かに 惨 刻な も 

にじゅうさん 

ので、 私は廿 三才の 誕生日の 日、 重罪 犯人と して 

捕縛され、 他の 三十 七 人の 罪人と 一 しょに グロ リ 

ァ. スコット 号に のせられて ォ— ス トラ リア 〔# 

「ォ ー ス トラ リア」 は 底本で は 「ォ ー スト リア 匕 に 送ら 

れる ことにな つたの だ。 

それ は クリミ ャ 戦争が 最高 頂に 達した 年の ことで、 

古くから 使って いた 罪人 船 は、 黒海で 運送船と して 

使用され ていたの であった。 で、 政府で は そのため、 

それらの 罪人 を 送る に は 余り 適当で ない、 小さな 船 



を 使わなくて はならなかった の だ。 その グロリア- 

スコット 号と 云う の は、 支那 茶の 取引き に 使われて 

いた 船だった の だけれ ど、 古い 型で 船足が のろくて、 

広い 船 梁 を 使用した 船だった ので、 新しい 速い 船が、 

彼女 を その 仕事から 追い出して しま つ たもので あつ 

た。 それ は 五 百噸の 船で 廿六 人の 水夫、 十八 人の 兵 

士、 一 人の 船長、 三人の 助手、 医者が 一 人、 牧師が 

一人、 それから 番兵が 四 人、 —— つまりつ ごう 百 人 

ばかりの ものが、 フ アルマ ウスから 出帆した 時、 そ 

の 船に 乗って いたの だと 云う 話だった。 

罪人の 入って いる 部屋と 部屋との 間の しきり は、 普 



の 罪人 達 は 彼等が 船に 乗り込む 前に、 ひそかに それ 

を 企ていた のであった。 プレン ダ ー ガス トは その 発 

起 人であった。 そして 彼のお 金が、 それ を 引き起こ 

した 原動力な のだった。 

「俺 は 一 人の 仲間 を 持って いるんだ」 

と 彼 は 云った。 

「その 男 は 珍ら しい 真面目な 男で、 充分まい て ある 

ゼン マイの ように 正確な 男なん だ。 その 男が 謀 

をめ ぐらして いるんだ が、 君 はこの 瞬間、 その 男が 

どこに いると 思う かね 9 その 男と 云う の は、 外 

でもない、 この 船の 牧師 さ。 —— 牧師、 その 人なん 



「何 をしょう と 君 は 思う ね？」 

彼 は 云った。 

「この 船に 乗って る 兵隊の 服 を、 服屋が こしらえた 

より、 もっと 真 赤に 染めて やろう じ やねえ か」 

「だが、 あいつ 等 は 武装して ますよ」 

私 は 云った。 

「それなら 俺た ち も 武装す るまで さ。 君。 —— 俺た 

ち 仲間の めいめいに ピストルが 二 挺ず つ 〔# 「ずつ」 

は 底本で は 「つず 匕 ちゃんと 用意して あるんだ。 だ 

からよ、 その上、 俺た ちの 後 だてに それだけの 仲間 

があって、 この 船 を 俺た ちの ものに出来 ねえよう な 



私が 感じて いたお そろし さに も 同情 を 持って くれる 

だろう。 今や 彼 は 私から 遠ざかって、 彼のもう 一人 

の 犠牲者の 所へ 出かけて 行った。 

そこでべ ドウスが 暗号で 「ハドソンが 総べて を 話し 

た。 慈悲 深き 神よ、 我々 の 命 を 守らせた まえ」 と、 

ブル ブ ル した 読みに くい 字で 書 いてよ こす 様な - J と 

になった の だ。 

これが その 晚 私が、 トレ ボウの 息子に 読んで きかせ 

た 遺書であった。 ワトソン、 僕 は 考え るんだ が、 これ 

は 実際 ドラマチックな 事件だった よ。 その 善良な 息子 

は その 事件の ために、 心 を 破られ、 世の中から 隠棲し 



底本： 「世界 探偵小説 全集 第三 卷 シャ— ロック- 

ホ— ムズの 記憶」 平凡 社 

1930 (昭和 5) 年 2 月 5 日 発行 

※ 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 表記に あら 

ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 表記 を あら 

ためました。 

その 際、 以下の 置き換え をお こない ました。 

「彼奴 丄 あいつ 恰も 丄 あたかも 貴方 丄 あなた 如 

何 —いか 所謂 ふ いわゆる 得 様 ふ 得よう 於いて- 

於て 丄 おいて 於け るふお ける 恐らく ふお そらく 

可成 • 可な リ— かなり か 知ら— かしら かも 知れ— 



かも 知れ 位 ふくらい. ぐらい 極— ごく 此処 ふこ 

こ 随分 i ずいぶん 是非 ふ ぜひ 其の ふその それ 

所 か i それ どころ か 沢山 i たくさん 唯 ふた だ 忽 

ち丄 たちまち 多分 丄 たぶん 丁度 ふちょう ど て 居 

ふてい て M ハ丄 てく て見丄 てみ て 貰 ふて もら 疾 

うに ふとうに 何処 丄 どこ 所が ふところが どの 道 

丄 どのみ ち 尚 ふなお 乍ら ふながら なる 程 ふなる 

ほど 害丄 はず 程丄 ほど 殆ど 丄 ほとんど 正に 丄 

まさに 先ず ふまず 亦 • 又 —また 迄 i まで 間 も 

なく 丄 まもなく 若し 丄 もし 余程 ふよ ほど」 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 



点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

※底本 は 総 ルビです が、 一 部 を 省きました。 

※底本 中、 混在して いる 「ビ クタ ー」 「ヴク トウ」、 「ェ 

ヴ アンス」 「エバンス」、 「フォ —デ イング ブリッジ」 

「フォ —デ ング ブリッジ」、 「トレ ヴォ」 「トレ ボウ」、 

「ォ ー ス トラ リア」 「ォ— スト ラリ ャ」 は そのまま にし 

ました。 

入力" 京都大学 電子 テク スト 研究会 入力 班 (荒木 恵 一 ) 

校正 ： 京都大学 電子 テク スト 研究会 校正 班 (大久 保 ゆ 

う) 
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